







































ここに日本で中国語を学ぶ学生 124 名に対して行った興味深いアンケートの結果がある 5）。回答者は
ほとんどが大学生で、週１回から２回中国語を学んで１年～数年以内の男女である。しかし中には中国へ
の短期、長期の留学経験を持つ者もおり、また日本で生まれて育ったが両親または片親が中国人の、い















ては、“ 买 ” に補語が必要だと考えた者は 15 名（模範正答と完全に一致した者は０名）、うち９名がバイ































われる “ 在 ”“ 给 ” について、述語動詞の後に置かれた介詞句であると述べている。荒川清秀『一歩すすん
だ中国語文法』8）も、結果補語は動詞との間に “ 得 ”“ 不 ” を挿入して可能表現（可能補語）を作ることが
できるが、“ 在 ”“ 给 ” ではこれができないことを挙げ、結果補語として扱うべきではないとしている。ま
た陳文芷・陸世光『ネイティブ中国語　補語例解』9）はこれに “ 到 ” の一部を加えている。
だが教室ではいずれも基本的な結果補語として扱うことが一般的であるため、本稿では動詞に後置され









「羅生門」は全体で 152 の文に分けられるが 10）、うち、３種の訳文いずれにも動補構造が見られない

























到 21.3％ 28.8％ 32.9％
在 25.5％ 23.1％ 25.7％
住 12.8％ 13.5％ 10.0％
开 6.4％ 7.7％ 2.9％
倒 4.3％ 3.8％ 2.9％
【表２】に見るように、他と比べて圧倒的に出現率が高いのが “ 到 ”“ 在 ”“ 住 ” の３種である。もし動詞




は全体として最も出現率の高い “ 到 ” を中心に観察していくことにする。
四













陳・陸（2008）は（1）に見える “ 意识到 ” という表現に関して、“ 到 ” は結果補語であるとし、以下
のように説明する。
この “ 到 ” は「到達」という意味で、“ 意识到 ” は「“ 意识 ” と言う心理動作の結果、あることに思
い至る」、つまり「気づく」ということを表している。“ 意识 ” は “ 意识到 ” となってはじめて目的語
をとることができる。
また呂（1999）は始めから “ 意识到 ” として八百詞に入れている。（1）は動詞 “ 意识 ” を選択した時点で
“ 到 ” の使用が決定されるようである。

























































































（9）は３種の訳文とも “ 到 ” が使われているが、聶は原文の「伝はる」をそのまま訳さずに、意識的な動
















行つた」だけを取り出せば “ 爬去 ” という訳語が恐らく自然に想起されるが、実際には「人・事物が動作
につれて話し手から “ 離れて行く ” 事を示す」（白水社『中国語辞典』） “ 去 ” ではなく、「人や物が動作の






































































か。そして、“ 到 ” に関して見た場合、（14）は楼と聶に “ 到 ” が見られるのに対し、（15）は楼にしか “ 到 ”
が見られないこととこれは関係があるだろうか。
（14）（15）の訳文について気づくのは、“ 到 ” を用いない場合、補語の位置に “ 在 ” が出現しているこ
とである。（14）では棄てられる場所を “ 到 ” に後置する（楼、聶）か “ 在 ” に後置する（林）かの選択
があり、（15）林、聶では動補構造の後に、更に “ 在 ” が置かれ、場所を後置するが、補語として “ 到 ”
を用いた楼に “ 在 ” は使われていない。“ 到 ” と “ 在 ” は共起することがないようだ。







































































に映すには “ 消失（消える）” という言葉が最も適切だったのであろう。そして「消える」という動詞は「か
け下りた」結果の状態を表している。









































（18）には “ 在 ” のみが現れ、（23）には “ 在 ” は現れず “ 到 ” が現れるといえるのではないだろうか。
さて、（21）と前出の（19）は表現が似ている。しかし（19）がすべて “ 在 ” を用いているのに対し、（21）
はなぜ “ 在 ” と “ 到 ” に分かれるのだろうか。
“ 在 ” がある行為の結果が状態としてそこにあることを表すということから見ると、（21）の林訳、楼
訳は共に松明は床板の間に「挿してある」状態の中で、死体の髪を “ 拨起（抜き始める）”（林）、“ 拨着（抜















































































































































































12） 陳・陸（2008）は “ 爬 ” の例文として “ 这山很高，我们爬了一天也没有爬到山顶。（この山は高くて、
１日かけても山頂にたどり着けなかった。）” を挙げ、“ 爬了一天 ” を時量補語、“ 爬到山顶 ” を介詞構
造としている。
13）小学館『日中辞典』（第２版）による。
14）「①思い出にこの花を置いていくよ。／②みんなここを通っていく。／③ラジオを持っていく。／④
雲が流れていく。／⑤トラが獲物に飛び掛かっていく。これらの例文中の「いく」は本来の意味を持
っているので、本動詞である。」（『日本語教育事典』）
15）「それが限度、極限であるという意味を込めて、ある事物を指す」（『日本語教育事典』）
16）『日本語教育事典』によれば、「～て」の後に用いられる動詞は本動詞と補助動詞に分けられる。本来
の動詞の意味を保っていれば本動詞であるが（註 14 参照）、「次々とゲームが行われていく／次第に
明るくなってきた」などは本来の意味から離れているため、補助動詞であるとする。
